
（特非）野生生物保全論研究会

生物多様性保全を促進する消費・ライフスタイル形成、
普及に関する調査研究・啓発活動～普及啓発の論拠の
点検から持続可能な消費・生産（SDGs目標12）、
地域活性化との連携・展開を目指して～

課　題

今後の課題

WCCワークショップ参加時

経過の報告会

　生物多様性保全に結びつく明解な論拠やアクションは、きわめて不十分な状況にあり、普及
啓発活動が行いにくい状況。

　途中経過の報告会への参加者が少なかった。次年度は今年度よりも広報を行う。次年度開催
の報告会は、報告書・ガイドブックを作成予定であり、それを活用し、一般に受け入れやすい報告
会を開催する予定。

次年度の報告書作成予定のため、報告書執筆のための情報収集を
国内外で行った。国内の情報収集のために、専門知識を有する方に研
究会で報告を行っていただいたり、イベント等に参加したり、フィールド
ワークを行った。海外の情報収集のために、WCCやCITESといった国
際会議に参加し、外国の団体等から情報収集を行ったり、海外をフィー
ルドとしていた方に勉強会で講師をしていただいた。

成果と工夫した
ポイント

■成果
今年度は、研究調査が中心であり、
フィールドワークや勉強会を行った。
また、アドバイザーを交えての会議
を行うことで、章立てを行い、新年度
から報告の執筆を開始する準備が
できた。

■工夫
他団体によるイベント等に参加する
ことで、これまで縁のなかったネット
ワークができた。

1年目
一般助成

調査研究

勉強会及びアドバイザー
を交えての会議

プロジェクト
途中の報告会

活動の全体目標に
対する達成度4回 1回 40％

活動内容


